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筑波大学における教育情報の公表

大学における教育情報の活用支援と

公表の促進に関する協力者会議

平成23年6月27日

筑波大学長 山田 信博

資料４

大学における教育情報の活用支援と

公表の促進に関する協力者会議（第２回）
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公表に向けた検討

○第2期中期計画において「本学の特色・魅力や教育研究
内容及び運営状況等について、国内外の理解を深める
戦略的広報を展開する」ことを掲げ、取り組んでいる。

○平成23年4月からの公表に向け、法令改正の趣旨を踏
まえ、必要とされる教育情報を整理＊

＊既存の公表情報（『大学概要』『入学案内』等の刊行物、各組織の
ホームページ、学内データベース）を活用することにより、新たな
データ作成業務の発生を軽減
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公表した教育情報
教育研究活動等の状況についての情報

○教育研究上の目的
・建学の理念 、人材養成の目的

○教育研究上の基本組織の概要

○教員組織、教員数、教員の業績等
*教員の業績⇒研究者情報システム

○入学、卒業・修了及び進路の状況
・入学者受入れの方針、入学者数
・学生数 、卒業・修了者数
・進学者・就職者数 、進路の状況

○授業科目、授業の方法・内容・計画
・開設授業科目、シラバス

○卒業・修了の要件、取得学位等

○施設・設備その他の教育研究環
境の概要

○授業料・入学料等

○修学、進路選択及び健康等に
係る支援
・クラス制度、学生団体
・奨学制度（つくばスカラシップ）

・キャリア支援室
・留学生センター
・障害学生支援室
・総合相談窓口、学生相談室
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教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報

○学士課程、各教育組織における教育目標、教育の内容・方法、達成
すべき水準、質の保証を記載した『筑波スタンダード』『教養教育
スタンダード』による公表

○大学院課程＊における教育目標、大学院教育が目指すスタンダードを
実現するための方針を記載した『大学院スタンダード（全学版）』
による公表
＊研究科単位の組織版はH23年度に策定

筑波大学HP（URL： http://www.tsukuba.ac.jp/index.html ）

◇実施上の課題
・本学の教育に対する社会の理解と信頼を一層高めていくためは、より

わかりやすく有益な情報の提供が必要（本学のステークホルダー
（受験生、保護者、企業等）が必要な情報についての検証）
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筑波スタンダード
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教育の質の向上への活用

（１）教員の業績等を集積した研究者情報システム等を
活用して「大学教員業績評価」を実施

（平成21年度より）

・教員の「教育」「研究」「社会貢献・学内運営 」活動の改善・質
の向上を図ることを目的として実施。評価結果を各組織・教員に
フィードバックするとともに、学外に公表
また、全学で特に優れた活動を行った教員を認定

（２）全学の「シラバス作成のガイドライン」を策定し、
シラバスの記載内容を点検・改善

（３）「筑波大学オープンコースウェア」（H19.4公開）
・本学で行われている授業資料をインターネットで公開して、知的

資産を共有し、社会全体で蓄積しようとする取組み
・公開している授業科目（H23.6時点）

73科目（学士課程41、大学院課程32）
・アクセス件数 累計18,300件（H23.3時点）



7

今後の検討課題

（１）「大学教育の国際競争力の向上の観点から
求められる情報」への対応

・大学分科会「第四次報告」で整理されたこの情報の公表への
具体的な対応については、大学の方針に委ねられている。
国際化を推進する本学においては、これらの情報についても
積極的に発信していくことが重要

・５ヶ所の海外拠点を活用した情報発信の更なる推進

（２）学内における情報の蓄積と活用
・教育研究の質の向上及び大学運営の改善を持続的かつ着実に

進めていく上では、それに資する情報を蓄積し、有効に活用
することのできる仕組みと情報システムの整備が重要

・大学における「ＩＲ」（Institutional Research）も含めた
今後の在り方についての検討
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大学改革への取組

（１）社会からの期待・要請に応え得る新たな教育研究
体制への改革

（目指すべき全体像：三つの観点）

1)研究型総合大学として、広範な学問分野における専門性の追求、
学際的な連携協力の下、世界的な卓越性を備えた教育研究を展開

2)人材養成機能に対する社会の期待・要請に応え得る大学教育の提
供。基礎的な研究を重視しつつ、社会の抱える諸問題の解決に積
極的に貢献するための研究推進体制の一層の充実

3)本学の特色や長所を伸長しつつ、我が国の大学共通の諸課題を克
服するため、次代における教育研究体制の在り方を構想・実践

（２）組織評価の実施（平成23年度より実施）

・教育研究組織の各年度の活動状況を対話を通じて確認。現状と優
れた取組、改善点について共通理解を形成、次年度の活動に反映

（３）大学教員業績評価における優秀教員の表彰・講演
・極めて優れた活動内容であると認定された教員を学長表彰すると

ともに、その活動内容について講演を実施（平成22年度18名）
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新たな教育研究体制

（教育活動）

【改革の取組み】
○学位授与、教育課程編成・

実施、入学者選抜の体系化
○成績の評定方法の見直し
（国際的な教育の互換性を

重視した GPA導入の検討）
○学期制の見直し
○教員力向上（FD,教員評価）

等

（教員組織）

＊学問分野＊
人文社会科学
ビジネス科学
数理物質科学
システム情報工学
生命環境科学
人間
体育
芸術
医学
図書館情報

研究センター
戦略イニシアティブ
研究コア

【学生の視点に立った
新たな取組みへの対応】

○学位プログラム
○リーディング大学院

教員が有
機的に連
携・協力
しやすい
体制を整
備

学士課程
学群・学類

大学院課程
研究科・専攻
専門職大学院

教育センタ－

○教員の所属組織を従前の大学院
博士課程研究科から新たな教員
組織へ変更
・教員組織は、教育と研究の任

務に基本的責任を持つ。
・全学的見地から学問分野の発

展及び多分野との連携協力を
推進

（研究活動）

【改革の取組み】
○センターの評価
○研究グループの登

録・認定制度
等

（参考）社会からの期待・要請に応え得る新たな 教育研究
体制への改革
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大学からの情報発信
自らの活動の「見える化」を図り、積極的に公表し、

社会に対する説明責任を果たすことが必要
また、社会とのコミュニケーションを一層向上させる

ための取組みが求められている。

○大学のブランディングの推進
・本学のアイデンティティー（UI）を基に「筑波ブランド」を確立

しようとする取組み
・スローガン「 IMAGINE THE FUTURE.」

－ 開学からの理念である「開かれた大学」として、
教育、研究をはじめあらゆる面で想像して未来を
開く視点から、筑波らしさを表現

・メッセージソング「IMAGINE THE FUTURE ～未来を想え」
－ 学生、職員が参加してDVDを制作
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